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取得学位

日本社会学会、行動計量学会、経済社会学会、American Sociological Association

中規模に適正化された社会調査データの収集と分析、労働市場形成過程の分析

The Department of Sociology, The University of Chicago

Ph.D.

社会学、社会学方法論、社会調査論、職業社会学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

①27～29年度文部科学省科学研究費（基盤研究C）『社会学的知見に基づくWeb調査の代表性の分
析』（課題番号 15K03827）研究代表者
②26～28年度文部科学省科学研究費（基盤研究C）『郵送調査とWeb調査のハイブリッド調査から完
全Web調査への移行に関する研究』（課題番号 26330346、研究代表者　小久保温：青森大学）研究
分担者

専門分野

学部担当科目

 
・地域社会学
・社会調査実習（一）
・量的分析法
・演習Ⅰ～Ⅳ

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学学生指導委員、キャリア教育委員、カリキュラム改革実行委員、
社会調査協会連絡責任者
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共著

④

②

⑤

①「社会調査で心理尺度を用い
る際の問題点：Ces-dを例に」

⑤

日本心理学会大会、
於名古屋大学

⑤

①『平成27年度青森県自殺防止
対策取り組み検証事業報告書』

③

③

（学会発表）

④

①「社会調査における非回答の
理論」

②

②

⑤

③

④

（その他）
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2015年9月

2016年3月

青森県自殺対策検証
研究会

2016年3月

『奈良大学紀要』, 44.
143-157.


